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1．�xめ{ 

近代化{¸º流通�術や冷凍�術|向Pw�sxw1地

域内~資源{頼¹zx²1各地~食w|ysw²手{入

º1食y¹¼»現代社会{zいv1地域内~食x人々~

生活~tz|º|減sv}vい»2 

以前1南´タリ²~オ¹øµüニxいう町{滞在w�

際1市街地²中心{農地|広|»町~風景~美wさx1

地元~食x人々~生活~tz|º²強く感x�2町~

人々�地元~食や風景x~誇º²²svzº1大切{w

vい�2食~均一化|進³�現代~日本{zいv�1農

地{触¼»機会|少zい市街地{暮¹y人々|1地元~

食wや1そ¼{伴う風景²地域内w共有wvい»x意識

y»sx�1減sv}vい»~w�zい{2 

 

2．研究背景 

2.1 イタリア~テリトüリオ   

(1) テリトüリオ{tいて 

 土地~持t自然条件²生{wz|¹展開wv}�人間

~多様z営�{歴史や伝統|蓄積さ¼»sxw生~¼�

²´÷ンö³ö³²共有y»空間~広|º²´タリ²w

�öリøüリオxいう2南´タリ²{訪¼�際{感x�

町~中~tz|º�1öリøüリオ~概念~定着{¸s

v生~¼vい»2 

(2) 地元~食û風景{¸sて定着y»テリトüリオ 

 土地~気候1風土{あs�人々~営�{¸sv生~¼

»風景xx²{食{触¼»経験�1食~あº|��や生

産~背景1風景~重要性²再確認y»機会²tく»2 

´タリ²~_都市�1v{¹Û»�±{1丘~P{大

}z壁wöわ¼»¸う{市街地|形成さ¼1そ~周º{

田園|広|svい»2人々~生活動線{¹田園風景²望

±»sxw1風景~美wさ²再認識w1地域x~愛着²

深±vい»2さ¹{1市街地w�積極的z地産地消{¸

º1地域経p²支え1住民同士~tz|º²tくsvい

»2 

s~¸うz生活動線x風景~関係や1生活~中~地産

地消|地元~食や風景1文化x~誇ºxzº1öリøü

リオ~定着{tz|svい»x考え»2 

 

  写真1 市街地{¹見え»田園風景    写真２ 週1~市場 

2.2 日本~地域{zけ»食と人々~生活~tz|º  

 ´タリ²�1日本x同時期{高度経p成長期{¸»大

都市~工業化~影響w地方~過疎化|起}�|1現在w

�öリøüリオ~文化|根付}1_都市国家xzsvい

»2日本x類似w�工業化~影響|あs�z{w1´タ

リ²x日本~食x人々~生活~違い�1田園や農地x市

街地{あ�»生活圏~地理的関係�x考え»2´タリ²

�市街地~周º{田園や農地|広|º1生活圏x密接w

vい»2一方1日本w�1都市開発{¸º田園や農地x

生活圏|ö¼vw~svい»2そ~�±1市街地{暮¹

y人々|地元~風景xそs{¹生~¼»食wx~価値{

関心²持�zくzsv}vい»x考え»2 

 

3．研究目的 

 食~均一化や1市街地{暮¹y人々~生活動線x農地

~関わº|少zい現代~日本{zいv1<地域~²´÷

ンö³ö³²共有wvい»xいう意識=²地域全体{広

r»}s{qxz»建築²目指y2 

 

4．対象敷地 

4.1 敷地概要  

対象敷地�神奈川県O浦市南Q浦町毘沙門{位置y»

岩堂山~麓²主z敷地xy»2O浦市�1O浦半島~先

端{位置w1黒潮~影響w温暖z気候{恵~¼vzº1

農業x漁業|盛³wあ»2台地状~丘陵地|連z»地形

~多く|農地xwv利用さ¼vい»2 

顔写真 
縦30mm 

横25mm 
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岩堂山�1市街地x農x~間{位置wvzº1ôく

{¹周辺~人々{¹利用さ¼v}�場所wあ»2w{

w1現在多く~O法投棄|見¹¼1住民~地域~²´÷

ンö³ö³x~関心~薄¼|見¹¼»2   

÷表ÿ O浦市南部ÿgoogle earth¸º作成Ā 

写真ā,Ă 岩堂山w�¹¼�O法投棄 

 

4.2  南イタリア~町と三浦市~比較 

 南´タリ²~町xO浦市{�1農業|盛³wあº1農

地や自然~風景~美wさ|広|svい»xいう共通点|

あ»2w{w1O浦市w�1地域~²´÷ンö³ö³²

共有wvい»xいう意識|見¹¼zい2 

@生活~中~地産地消Ax@生活動線x風景~関係A

{tいv1南´タリ²xO浦市²比較w�際1@地元~

食x~重要視や親近感Ax@風景~価値²再認識{y»

機会A~枯o|見¹¼�2 

 

 

÷表Ā 南´タリ²xO浦市~比較 

 

4.3 三浦市{zけ»人口推移  

 老年人ó|増加wvい»~{対w1年少人óx生産年

齢人ó~減少|�¹¼»2ÿ÷表4Ā年少人óx生産年齢

人ó|減少y»sxw1高齢者~介護や健康維持²家族

w負担y»sx|÷wくz»2そ~�±1地域全体w~

ネッøワüク²構築w1高齢者|Ü心wv生活w}»体

制²uえ»sx|重要wあ»2 

÷表ā O浦市{zq»人ó推移 

ÿO浦市ûüムúü¸¸º作成Ā 

 

5. 設計提案  

O浦市{zq»öリøüリオ²定着さ{»�±{1農

地{¹直接供給さ¼»新鮮z食w{触¼»場x1生産者

x消費者|関わ¼»場²設q»sxw1@地元~食x~

誇ºや親近感A²構築y»2~�1市街地{暮¹y人々

~生活動線~一部²農地{入¼»sxw1@風景~価値

²再認識{y»機会A²増やy2 

÷表Ă 機能x目的 

 

6. zわº{   

 利用者ひxºひxº{@地元~食x~重要視や親近

感Ax@風景~価値²再認識{y»機会A²Pえ»建築

²提案y»2さ¹{1s~建築|<地域~²´÷ンö³

ö³²共有wvい»xいう意識=²地域全体{広r»}

s{q{z»sx²目指y2 
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イタリアでは、『土地の持つ自然条件を生かしながら展開してきた人間の
多様な営みに歴史や伝統が蓄積されることで生まれたアイデンティティを
共有する空間の広がり』というテリトーリオの概念によって、まちのなか
の人々の生活と食と風景のつながりが生まれている。
　本設計では、神奈川県三浦市におけるテリトーリオの定着のきっかけと
なる建築として、【風景の価値を再認識にする機会】【地元の食への誇りや
親近感】を住民に与える場を提案する。

【地元の食への重要視や親近感】

【風景の価値を再認識にする機会】

市街地に暮らす人々の生活動線の一部

デイサービス施設
農地から直接供給される新鮮な

食材に触れる場

料理教室・食堂

生産者と消費者が関われる場

市場・共同作業場
・廃棄物を肥料に再利用する場・休憩スペース

地域内のアイデンティティを共有
しているという意識

設計手法
「体感することで得る風景の細かい要素」
市街地に暮らす人々が見落としてしまいがちな風景を、建築の中で普段とは違った立場から体感することで、認識しやすくする。

谷に沿ってできた帯状の木々

起伏に沿った道
新芽を守るシートが風によっ

て波のように揺れる大根を干す時期だけ現れる壁

同時に生まれる異なる目線

地形 野菜

地層

土の深くにあった地層が地面
から顔を出す

デイサービス

マーケット

農家の共同作業場


